
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 414 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育改訂版 （大修館） 

副教材等 Active Sports（大修館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団行動や各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよ

う。 

・自他の運動を観察し、分析することで興味・関心を高め、運動の楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・体育の授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

○ 体を動かすことが楽しいと思え、健康の維持増進のため、自ら積極的に運動する意欲を培う。 

○ 多領域の運動を実施する中で、必要な知識・ルール・個人の役割等を学ぶとともに、運動技

 能や総合的な基礎体力向上に努める。 

○グループでの活動を中心に学習を進めることで、積極的にチーム練習に取り組み、仲間と協力

しながら個人的技能および集団的技能の向上に努める。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動の合理的、計画的な実

践を通して、運動の楽しさ

や喜びを深く味わい、生涯

にわたって運動を豊かに継

続することができるように

するため運動の多様性や体

力の必要性について理解す

るとともに、それらの技能

を身に付けている。 

また、技術向上のための練

習方法や運動構造を理解し

深めることで、上達できる

プロセスを身に付けてい

る。 

自己や仲間の課題を発見し、

合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫してい

る。自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えている。 

適切な練習方法の選択し、用

いることができる。また、他

者とのかかわりの中で、それ

らの方法を伝え、選んで実践

できる。 

運動における競争や協働の

経験を通して、公正に取り組

む、互いに協力する、自己の

責任を果たす、参画する、一

人ひとりの違いを大切にし

ようとするなど自主的に取

り組もうとしている。健康・

安全を確保して、生涯にわた

って継続して運動に親しも

うとしている。積極的に授業

に参加し、主体的・意欲的に

学習に取り組もうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

武
道
（柔
道
） 

オリエンテーション 
・２年次授業内容などの
説明 

・ 種目の説明 
 

各種の受身 

 後ろ受け身 

 横受け身 

 前回り受け身 

投げ技の習得 

 背負い投げ 

 大内刈り 

 小内刈り 

 払い腰 

 内股 

 

a:伝統的な考え方、技の名称や見

取り稽古の仕方、体力の高め方、

運動観察の方法を理解している。 

b:生涯にわたって武道を豊かに

実践するための自己の課題に応

じた運動の取り組み方を工夫し

ている 

c: 武道の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう相手を尊重し、

伝統的な行動の仕方を大切にし

ようとすることや自己責任を果

たそうとするなど、健康・安全を

確保して、自主的に取り組もうと

している 

観察 

 

観察 

ワーク 

シート 

観察 

 

体
つ
く
り
運
動
・球
技
（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
） 

・体つくり運動 

 ドリブルゲーム 

 パスゲーム 

 

 

 

・基本技術練習 

  パス、レシーブ 

  サーブ、スパイク 
・チーム班分け 
・ 班別練習 
・ 技能評価 
・ リーグ戦形式での

ゲーム 

 

a:柔軟性・敏捷性・巧緻性を高め

させる 

b:球技の特性に応じた運動や課

題を発見し取り組もうとする。 

c:他と協力し主体的に課題に取

り組もうとしている。 

 

a: 球技の特性に応じてゲームを

展開するための作戦に応じた技

能や仲間との連携した動きを身

につけている。技術や技の名称や

行い方、体力の高め方、運動観察

の方法を理解している。 

b: 生涯にわたって球技を豊かに

実践するための自己の課題に応

じた運動の取り組み方を工夫し

ている。 

c: 球技の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう、フェアプレイ

を大切にしようとすること、自己

責任を果たそうとすること、作戦

などについての話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康や安

全を確保して、自主的に取り組も

うとしている。 

観察 

記録 

観察 

ワーク 

シート 

観察 
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２
学
期 

水
泳 

平泳ぎ 

 泳力別授業 

a: 水泳を定期的・計画的に続けるこ

とにより、平泳ぎの技術を修得し、

記録の向上につながることについ

て、言ったり書きだしたりしてい

る。 

b: 技能の向上や変化についての記

録をし、そのプロセスを適切に評

価することで、最適な練習方法や

戦術を理解したり、他者に伝えた

りすることができる。 

c: 自ら進んで平泳ぎの楽しさや喜

びを味わおうとし、健康や安全を

確保して学習に主体的に取り組も

うとする。タイムトライアルの結

果や自己の記録を受け入れ、自他

の技能を客観的に判断し、公正・協

力・責任・参画などの態度を身に付

けようとする。 

観察 

記録 

観察 

ワーク 

シート 

観察 

 

武
道
（柔
道
） 

オリエンテーション 
・ 授業内容などの説明 
・ 種目の説明 
 

各種の受身 

 後ろ受け身 

 横受け身 

 前回り受け身 

寝技の習得 

 けさ固め 

 横四方固め 

 上四方固め 

 縦四方固め 

a: 柔道を定期的・計画的に続けるこ

とにより、技術の向上や受け身を

スムーズに行うことができるよう

になり、ケガの防止や相手を尊重

する態度の向上につながることに

ついて発言したり、書きだしたり

している。 

b: 技能の向上や変化についての記

録し、そのプロセスを適切に評価

することで、最適な練習方法を理

解したり、他者に伝えたりするこ

とができる。 

c: 自ら進んで柔道の楽しさや喜び

を味わおうとし、健康や安全を確

保して学習に主体的に取り組もう

とする。生徒同士の評価やその結

果を受け入れ、自他の技能を客観

的に判断し、公正・協力・責任・参

画などの態度を身に付けようとす

る。 

観察 観察 

ワーク 

シート 

観察 
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球
技
（バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
） 

基本技術練習 

  パス、ドリブル 

  シュート、 

・チーム班分け 
・ 班別練習 
・ 技能評価 
・ リーグ戦形式でのゲ

ーム 

 

a: サッカー・テニスを定期的・計

画的に続けることにより、技術

の習得ができるようになり、記

録の向上に津ながることについ

て、発言したり、書きだしたりして

いる。 

b: 生涯にわたって球技を豊かに

実践するための自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

c: 球技の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう、フェアプレ

イを大切にしようとすること、

自己責任を果たそうとするこ

と、作戦などについての話合い

に貢献しようとすることなど

や、健康や安全を確保して、自

主的に取り組もうとしている。 

観察 

記録 

観察 

ワークシ

ート 

観察 

３
学
期 

陸
上
競
技 

陸上競技 

 長距離走 

 ・インターバル走 

 ・レペテイション走 

・タイムトライアル 

a:長距離の運動を定期的・計画的に続

けることにより、持久力や心肺機能

が向上し、記録の向上につながるこ

とについて、言ったり書きだしたり

している。 

b: 記録の向上や変化についての記録

をし、そのプロセスを適切に評価す

ることで、最適な練習方法を理解し

たり、他者に伝えたりすることがで

きる。 

c:自ら進んで持久走の楽しさや喜び

を味わおうとし、健康や安全を確保

して学習に主体的に取り組もうと

する。結果や記録を受け入れ、自他

の技能を客観的に判断し、公正・協

力・責任・参画などの態度を身に付

けようとする。 

記録 観察 

ワーク 

シート 

観察 
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球
技
（サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
） 

種目個人選択 

 

基本技術練習 

・サッカー（パス、ドリブ

ル、シュート） 

・テニス（ストローク、サ

ーブ、スマッシュ、ボレ

ー） 

・チーム班分け 
・ 班別練習 
・ 技能評価 
・ リーグ戦形式でのゲ

ーム 

 

ａ：サッカー・テニスを定期的・計

画的に続けることにより、技術

の習得ができるようになり、記

録の向上に津ながることについ

て、言ったり書きだしたりしてい

る。 

b: 生涯にわたって球技を豊かに

実践するための自己の課題に

応じた運動の取り組み方を工

夫している。 

c: 球技の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう、フェアプレ

イを大切にしようとすること、

自己責任を果たそうとするこ

と、作戦などについての話合い

に貢献しようとすることなど

や、健康や安全を確保して、自

主的に取り組もうとしている。 

   

体
育
理
論 

・スポーツの技術と戦術 

・技能の上達過程と練習 

 

a: 運動やスポーツの効果的な学

習の仕方について理解してい

る。 

b: 運動やスポーツの効果的な学

習の仕方について課題を発見

しより良い解決に向けて思考

し判断するとともに他者に伝

えようとする。 

c: 運動やスポーツの技術の学習

の仕方について主体的に取り

組もうとしている。 

 

テスト 

 

記録 

ワークシ

ート 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


